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の作成を行っている（Enomoto et al. 2013; Ya-
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図 1: 計算が完了した ALERA2 データセットの

























法（EFSO, Kalnay et al. 2012; Ota et al. 2013）
を採用した．EFSOはアンサンブルKalmanフ
ィルタ同化システムでの利用のために開発され，





























された）観測演算子，Xa = xa − xa (解析アン
サンブル摂動)，Rは観測誤差共分散である．
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∆e2 (図中では et|−6 と et|0 の差)が EFSO値
を示す．図は Kalnay et al. (2012)を改変．
EFSO値は，解析時間から評価時間 tまでの予
報誤差 et|0 ≡ xft|0−xvt (xvt は時間 tでの真値)と





















予報感度の評価時間 tは Hotta et al. (2017)
と同様に 6時間とし，誤差ノルムには湿潤全エ

















定できる（Ota et al. 2013; Hotta et al. 2017）．
(2)式より，





























































EnAFES fcstfcstgues y-H(x)y-H(x)y-H(x) fcstfcstanalobsope LETKF
: output
図 3: 解析予報サイクルでの EFSOの計算フローチャート．2つのサイクル（t = 0と t = +6）から t = 0
での EFSO値∆e2 とYa が出力される．「obsope」は観測演算子プロセスで，O−B値を計算する．





























均は期間平均（単位 [10−3 J kg−1]）で，相関
は真値に対して計算された．
OSEJpn OSEtro OSEpol
真値平均 −1.7 −3.2 −5.2
EFSO値平均 −1.2 −4.3 −4.3
相関
（対 EFSO値） 0.22 0.76 0.55
相関













図 4: 実験期間（2015年 12月～2016年 2月）で平均されたラジオゾンデの 1プロファイルあたりの EFSO































相関係数 OSEJpn OSEtro OSEpol
対 EFSO値 0.19 0.70 0.53
対 1日予報差 0.80 0.83 0.92
対 2日予報差 0.35 0.73 0.80
対 3日予報差 0.18 0.69 0.61
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